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第1回 2025年2月14日（金）
● より幸せな多文化社会のために
パク・ジュナ
多文化受容に必要なこととは？

多文化主義は「文化的多様性の価値」と「公平な参加・共有」を重視
安全感が多文化受容に重要な役割を果たす（Multiculturalism Hypothesis）
統合型適応は心理的・社会文化的適応（幸福感、言語能力、学業等）に最も良い影響
を与える
対人接触も多文化理解を促進する（Contact Hypothesis）

● 多文化社会日本に向けての土台作り
ー国際高等教育「市場」の動揺がもたらす機会
ブラザーフッド・トーマス
異文化理解の場としての多文化共生キャンパス、留学生の受け入れ

アングロフォン諸国（オーストラリア、カナダ、イギリス、
 　　　アメリカ）では、移民・留学生政策の厳格化
　　　  →年間で約25万人の留学生がこれらの国を選ばなくなる可能性

日本の政策環境は「受け入れやすさ・安定性・透明性」の面で他国より有利
　　　  「もてなし」と多文化共生を重視するビジョンが重要
　　　  →国際高等教育市場の変動は日本が多文化社会のモデルとして進むためのチャンス

● 多文化社会を担う力を育む実践とはートランジッション研究に学ぶー
工藤 和宏ー獨協大学

１．多文化教育とは

世界市民教育プロジェクト　多文化教育部門
未来を築く多文化教育
-共生する社会のために- 教授　　エマニュエル・マナロ

准教授　奥村  好美
講師 　　パク・ジュナ
講師　　ブラザーフッド・トーマス　
D2　　　田野　茜
D2　　　ウッドマン・カタリナ

2．活動報告

第2回 2025年4月25日（金）
● 多様な学習者の包摂を目指す個別化・
個性化教育の検討
ー日本語教育を視野に入れて
奥村 好美、田野 茜

個別化・個性化教育
個別化：主に量的個人差を尊重する考え方
個性化：主に質的個人差を尊重する考え方

個別化・個性化教育を考えるポイント
「一斉画一授業」対「学習者主語」なのか
何を個に応じるべきか
個別化・個性化と協働性の関係

カリキュラム全体での個別化・個性化（加藤、安藤、1985他）
 加藤幸次による個別化・個性化教育の指導モデル
愛知県東浦町立緒川小学校及び愛知県東浦町立石浜西小学校の事例

教科における個性化教育―「逆向き設計」論において「個に応じること」（西岡、
2016他）（例）パフォーマンス課題で個に応じる

興味・関心 複数のテーマ・立場から選択、自分の好きなものを選べる
表現 筆記や視覚、口頭等表現の選択肢を増やす

 　　　→「理解」を評価する「鍵となる規準」は共通である必要性

● 移民の子どもたちの教育機会とウェルビーイング保障を考える
額賀 美紗子ー東京大学

参考文献

背景
 　  多文化は日常生活で頻繁に経験され、日本社会においても重要な要素となっている。この多
文化的な現実を反映した教育は、ますます重要になってきている。多文化教育とは、多様性を
称え、公平性を促進し、様々な集団の歴史、文化、視点をカリキュラムや学校環境に統合する
ことで、生徒が多様な世界で生き抜く力を養う教育アプローチおよび理念です。多文化社会に
おける個人とその生活に焦点を当てる。

目的
 多文化社会における個人とその生活に焦点を当てる。
 教育研究と実践を多角的に捉え、包括的な議論を展開する。

主なテーマ
 多文化化によるメリットと課題の両面を検討。
異なる民族・文化背景を持つ人々が共に生きる社会や教育現場での実践や学びを探求。
 多文化共生に関する意識・実践・学びの形成過程を解明する。

目指すもの
多文化社会における人々の健全な適応とウェルビーイングの実現を支援。
統合的で持続可能な社会発展に貢献する道筋を明らかにする。
教育の役割を考察し、包摂的で持続可能な共生社会に向けた視点を提供する。

A.公開講座

B.研究報告
● ホリスティックな多言語主義の視点から日本語第二言語使用
エマニュエル・マナロ、ウッドマン・カタリナ
背景
多文化の場でのコミュニケーションを理解するには、言語知識だけでなく人との関わり方の理
解も欠かせない。その一因としてサプライズ理論があり、人は会話で次に出る言葉を予測し、
その予測は話者の外見や社会的アイデンティティに左右される（Wilcox, 2023; Wallbridge,
2022）。この文脈で「日本人らしさ」は社会的アイデンティティの一つとして形づくられ、そ
こから外れる人は「外国人」と見なされやすい（Yamashiro, 2013）。本研究は、こうした仕組
みを明らかにすることで、学習者が社会的な場を乗り越えやすくし、安心して話せる環境づく
りを目指している。

結果
白人話者は強いサプライザル反応
を示したが、民族的背景によって
結果は異なり、外国人は一様に捉
えられていない。
外見が曖昧な話者は理解に時間が
かかり、日本人話者より処理コス
トが高かった。
こうした差は、日本語教育や社会
統合において移民に不平等な負担
を課す要因となる。


